
研究会報告

臨界点近傍の挙動 Ⅲ.バンド･クライシスの場合

九大 ･理 ･物理 宮崎修次

齢 こ我々は､局所軌道拡大率 n̂(Ⅹ8)の揺らぎのスペクトル ¢(A)の線形

部分によって各種分岐点においてアトラクターの持つ特異な局所構造を特徴づける

ことに成功した｡そこで現在の我々の関心は分岐点近傍の臨界現象に向いている6

系の特性時間 くラミナ-運動の継続時間の長時間平均)をTとし､Tが粗視化の程

度をあらわすnと n>>T なる関係を満たす領域では､分岐点近傍で

△¢(A ;T)=T~77B (△^)

なるスケーリング則 の成立が期待される｡ここで

△¢(A;T)≡¢(A)i-め(A)- (1-ら)△^

△八≡八一A

A≡^ (a)

であり､め(A)は分岐点より少しだけ離れたところでの揺らぎのスペクトルで､

負は q (q)の最大値を与えるqの値である｡バンド･クライシスの分岐点直後の

近傍でもこれが成立しており､また臨界指数 符は次のように与えられることが各種

の一次元写像を用いて解析的に或は数値的に確かめられた｡

符=h (A)/2人 (非対称テント写像の場合)

符=0.75 (f (Ⅹ)=a- Ixll･5の場合)

ここで

h (A)=八一 ¢(A)

であり､人は衝突した不安定周期点のtJヤプノブ数である｡

図1に､クライシス点でのロジスティック写像の3回写像の図､分岐図上でのク

ライシス点の位置､そしてクライシス点直後の軌道の時系列 く3点お普)を示した｡

また図2､図3には､それぞれ非対称テント写像､写像 f (Ⅹ)=a-1x ll･5の

場合のU (q)二 ¢ (A)､B (△^)を掲げた｡
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｢カオスとその周辺｣
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非対称テント写像の場合 (郎)
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｢カオスとその周辺｣
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の場合 (臥 )
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